
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
演
説
批
判

ア
メ
リ
カ
の
構
造
的
な
戦
争
国
家
体
質

２
０
０
９
年
１２
月
１０
日
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
演
説
は
、

０９
年
１
月
の
大
統
領
就
任
演
説
の
１
・

７
倍
も
の
長
さ
で
あ
る
。

就
任
１
カ
月
後
の
ア
フ

ガ
ン
戦
争

へ
の
２
万
余
の
増
派
に
つ
い
で
、

授
賞

式

の
９
日
前

に
も

「
２
０
１
０
年
半
ば
ま
で
の

３
万
人
の
増
派
」
を
発
表
し
た
ば
か
り
の
バ
ラ
ク
・

オ
バ

マ
米
大
統
領

の

「
平
和
」
主
題
演
説
の
こ

と
で
あ
る
。

前
日
公
表
の
米
国
世
論
調
査
結
果
で

も
、

大
統
領
が
受
賞
に
相
応
し
い
と
考
え
る
国
民

が
わ
ず
か
‐９
％
で
あ
り
、

演
説
が
長
く
な

っ
た
の

は
、

懸
念
通
り
、

戦
争
遂
行
に
つ
い
て
の
無
理
な

正
当
化
、

釈
明
、

弁
明
の
長
口
舌
の
た
め
で
あ

っ

た

（的
外
れ
の
平
和
賞
授
与
の
意
外
性
は
、
日
本
人
に

と

っ
て
は
、

「
核
密
約
」
の
佐
藤
元
首
相
の
ブ
ラ
ッ
ク

・

ユ
ー
モ
ア
的
受
賞
で
経
験
済
み
）
。

◆

「
チ

エ
ン
ジ
」
な
き
戦
争
政
策

オ
バ
マ
が
い
く
ら

「私
が
二
つ
の
戦
争
の
最
中

に
あ
る
国
の
軍
最
高
司
令
官
」
と
は
い
え
、

演
説

は
い
き
な
り

「戦
争
は
…
昔
か
ら
人
類
と
と
も
に

あ

っ
た
」
と
い
う
問
題
発
言
で
始
ま

っ
た
（佐
原
真
・

元
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
副
館
長
に
よ
る
と
、

戦
争
考
古

学
の
成
果
で
は
、
４
０
０
万
年
の
人
類
史
中
、

「
１
万
年

前
ま
で
の
あ
い
だ
は
戦
争
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

１
９
９
６
年
２
月
１
日

「朝
日
新
聞
」
天
声
人
語
）。
以

下
、

大
統
領
は

「平
和
を
維
持
す
る
上
で
、

戦
争

と
い
う
手
段
に
も
果
た
す
役
割
が
あ
る
」
「
戦
争

は
時
と
し
て
必
要
」
「武
力
は
人
道
的
見
地
か
ら

正
当
化
で
き
る
」
「
平
和
維
持
に
お
い
て
、
…
軍

隊
が
呆
た
し
得
る
役
割
」
「平
和
に
は
犠
牲
が
伴

う
」
と
い
う
、

同
類
の

「
正
戦
」
論
を
繰
り
返
し
た
。

な
か
で
も

「世
界
に
悪
は
存
在
す
る
。
…
武
力
が

必
要
」
「国
民
の
血
と
力
で
６０
年
以
上
に
わ
た
り
、

世
界
の
安
全
保
障
を
支
え
て
き
た
の
は
米
国
な
の

だ
」
「自
国
を
守
る
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
、

私

に
は

一
方
的
に
行
動
す
る
権
利
が
あ
る
」
と
い
う

部
分
で
、

私
は
、

「
悪
の
枢
軸
」
論
で

「
一
国
軍

事
覇
権
主
義
」
を
突
進
し
た
ジ

ョ
ー
ジ

・
ブ

ッ

が
始
ま
り
、

そ
れ
は
オ
バ
マ
の
米
国
を
中
心
に
現

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
下
で
の
日
米
間
の
密
約
を
明
ら
か

２
０
０
１
年
の
９

・
相
以
降
、

日
本
も
巻
き
込
ま
れ
る
形
で

「戦
時
」

在
も
続
い
て
い
ま
す
。　

一
方
で
は
、

イ
ラ
ク
戦
争
の
犯
罪
性
を
追
及
し
、

に
す
る
動
き
も
。

本
号
は
、

米

・
英

・
日
の
現
状
を
追
い
ま
す
。

シ
ュ
前
大
統
領
を
否
応
な
く
思
い
出
し
た
。

オ
バ
マ
が
大
統
領
選
中
に
イ
ラ
ク
戦
に
反
対
し

「
わ
が
国
を
根
本
的
に
違
う
方
向
に
チ

ェ
ン
ジ
し

よ
う
Ｉ
Ｌ

と
、

「
チ

ェ
ン
ジ
」
を
繰
返
し
て
い
た

だ
け
に
、

失
望
は
大
き
い
。
自
国
紙
が

「戦
争
す

る
大
統
領
、

平
和
賞
受
賞
に
似

つ
か
わ
し
く
な
い

演
説
」
と
報
じ
た
く
ら
い
だ
か
ら
、

世
界
的
に
も

「前
脚
で
増
兵
宣
言
、

後
脚
で
平
和
賞
」
「
オ
バ
マ
、

戦
争
を
弁
護
」
（中
国
紙
）
と
全
般
的
に
不
評
で

あ

っ
た
が
、

私
が

一
番
納
得
で
き
た
の
は
独
紙
の

「
ま
る
で
ブ

ッ
シ
ュ
前
大
統
領
が
話
し
て
い
る
よ

う
に
聞
ナ」
え
た
」
で
あ

っ
た
。

『週
刊
金
曜
日
』
（２
０
０
９
年
４
月
１７
日
号
）
特

集
が

「
オ
バ
マ
の
戦
争
―
―

チ

ェ
ン
ジ
な
き
世

界
」
と
題
し
た
よ
う
に
、

大
統
領
が
期
待
さ
れ
た

変
革
の
道
を
選
ば
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

①
前
政
権
の
ゲ
ー
ツ
国
防
長
官
の
横
滑
り
、

「新
自
由
主
義
」
経
済
政
策
推
進
者
の
起
用
、

「
シ

オ
ニ
ス
ト
」
自
称
の
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
を
筆
頭

に
、

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
首
席
補
佐
官
、

ク
リ
ン
ト
ン

国
務
長
官
ら
親
イ
ス
ラ
エ
ル
派
起
用
の
人
事
の
継

続
性
。

②
イ
ラ
ク
撤
退
に
つ
い
て
は
、

『金
曜
日
』

（２
０
０
９
年
９
月
４
日
号
）
の
成
沢
宗
男
が
、

国
連

本
部
の
６
倍
の
敷
地
の
米
大
使
館
、

世
界
有
数
の

超
巨
大
な
５
基
地
を
含
む
５０
を
こ
す
本
格
的
な
新
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基
地
、
５
万
人
の

「
残
留
部
隊
」
、

米
軍
地
位
協

定
の

「
イ
ラ
ク
の
諜
報
省
、

内
務
省
、

国
防
省
は

今
後
１０
年
間
、

米
軍
の
監
督

の
下
に
置
か
れ
る
」

等
々
の

「秘
密
条
項
」
を
列
挙
し
て
、

「完
全
撤
退
」

の
ウ
ソ
と

「
イ
ラ
ク
永
久
占
領
の
野
望
」
を
論
証

し
た
。

③
ア
フ
ガ
ン
増
派
に
つ
い
て
は
、

同
じ
成

沢
が
米
軍
の

「世
界
支
配
に
向
け
た
ア
フ
ガ
ン
の

軍
事
的
植
民
地
化
」
の
狙
い
を
指
摘

（同
誌
０９
年

１０
月
３０
日
号
）
。

④
オ
バ
マ
は
、
９
月
国
連
演
説

で
す
で
に
ア
フ
ガ
ン
戦
を

「平
和
の
た
め
に
必
要

な
正
し

い
戦
争
」
と
正
当
化
し
て
い
た
。

受
賞
演
説
の
個
々
の
問
題
点
も
列
挙
し
よ
う
。

①

「
戦
争

の

一
つ
は
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
。

も
う

一
つ
は
米
国
が
求
め
な
か

っ
た
戦
争
」
と

い
う
把
握
の
無
理
に
つ
い
て
は
、

再
論
す
る
。

②

米
国
が
武
力
行
使
の
際
の

「交
戦
規
定
を
守
る
主

唱
者
」
云
々
に
対
し
て
は
、

反
戦
イ
ラ
ク
帰
還
兵

の
会
＆
ア
ー
ロ
ン

・
グ
ラ
ン
ツ

『朱
のヽ
兵
士
―
―

イ
ラ
ク

・
ア
フ
ガ
ン
帰
還
米
兵
が
語
る
戦
場
の
真

実
』
（岩
波
書
店
、
２
０
０
９
年
）
が
、

二
つ
の
戦
場

で
規
定
が
恣
意
的
に
歪
め
ら
れ
「殺
人
の
免
罪
符
」

に
な

っ
て
い
る

「
戦
場

の
真
実
」
を
暴

い
て
い

る
。

③
米
国
の
戦
争
史
に
触
れ
な
が
ら
、

ベ
ト
ナ

ム
戦
争
と

（貴
重
な
）
そ
の
敗
戦
体
験
に
言
及
な
し
。

④
米
国
の
良
心
と
い
え
る
ワ
タ
ダ
中
尉
ら
３
０
０

余
名
の

「良
心
的
兵
役
拒
否
」
申
請
や
数
万
人
に

お
よ
ぶ
脱
走
兵
の
存
在
に
も
言
及
な
し
。

⑤
キ
ン
グ
牧
師
の
名
が
演
説
中
に
最
多
５
回
も

登
場
す
る
。
Ｊ

・
キ
ー

『
イ
ラ
ク
ー
ー
米
軍
脱

走
丘
ハ、
音
景
夫
の
告
発
』
（合
同
出
版
、
２
０
０
８
年
）

が
語
る
よ
う
に
、

多
く
の
貧
し
い
若
者
を
踊
し
て

戦
場
に
追

い
や
る

「激
烈
な
る
格
差
社
会
」
の
「貧

困
徴
兵
制
」
の
こ
と
は
、

堤
未
呆

『貧
困
大
国
ア

メ
リ
カ
』
（岩
波
新
書
、
２
０
０
８
年
）
を
は
じ
め
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、

キ
ン
グ
牧

師
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
の
米
政
府
の
戦
争
政

策
が

室
小人
問
題
の
根
幹
で
あ
る
）
貧
困
の
解
決
の

最
大
の
障
害
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

反
戦
運
動

で

「
軍
国
主
義
の
狂
気
」
と
問

っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。

そ
れ
を
、

キ
ン
グ
ら
の

「非
暴
力
主

義
は
、

い
か
な
る
場
合
で
も
現
実
的
で
可
能
だ

っ

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
文
脈
で
、

大
統
領
が

言
及
す
る
の
は
失
礼
。

⑥
演
説
の
末
尾
３
分
の
１

を
占
め
る
「公
正
で
永
続
的
な
平
和
」
構
築
に
「必

要
な
三
つ
の
方
策
」
は
、

冗
長
で
無
内
容
の
印
象
。

◆
イ
ラ
ク

・
ア
フ
ガ
ン
戦
争
は
侵
略
戦
争

オ
バ
マ
は
就
任
演
説
で
も
プ
ラ
ハ

「核
廃
絶
」

演
説
で
も

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
語

っ
て
い
る
が
、

悲
劇
は
、

そ
の
認
識
が
現
地
の
米
兵
士
と
両
国
国

民
の
認
識
に
比
べ
、

余
り
に
か
け
離
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

①
前
掲

『冬
の
兵
士
』
『イ
ラ
ク
』

の
米
兵
た
ち
は
共
通
し
て
、

「我
わ
れ
米
兵
自
身

が
テ
ロ
リ
ス
ト
」
Ｔ
・と
こ
ろ
が
、

本
物
の
テ
ロ

リ
ス
ト
は
私
だ

っ
た
。

そ
し
て
本
当
の
テ
ロ
リ
ズ

ム
は
こ
の
占
領
」
と
認
識
し
て
い
る
。

②
ア
フ
ガ

ン
国
民
は
ど
う
か
。

０９
年
に
５
度
目
の
ア
フ
ガ
ン

取
材
を
し
た
白
川
徹
は
、

現
在

「最
も
タ
リ
バ
ン

を
よ
く
知
る
人
物
」
の
元
外
務
省
ト
ッ
プ
の
証
言

を
紹
介
し
て
い
る

翁
ア
フ
ガ
ン
人
は
何
に
怒
り
、

何

を
求
め
て
い
る
の
か
」
『世
界
』
０９
年
９
月
号
）。
タ
リ

バ
ン
は
欧
米
で
は
金
目
当
て
の
備
兵
と
誤
解
さ
れ

て
い
る
が
、

「誰
が
金
の
た
め
に
自
爆
攻
撃
を
す

る
か
ね
。

『主
義
』
で
動
く
か
ら
、

自
爆
ま
で
や

る
の
だ
。
…
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
意
識
だ
」
、

ア
ラ

ビ
ア
語
で

「学
生
」
と
い
う
意
味
の

「
タ
リ
バ
ン
」

が
、

今
は

「
ア
フ
ガ
ン
の
自
由
と
独
立
の
た
め
に

戦
う
者
」
に
変
わ

っ
た
。

③
こ
の
証
言
は
、

『冬

の
兵
士
』
の
米
兵
証
言

と
見
事
に
符
合
す
る
。

「
仕
立
屋
や
床
屋
や
自
動

車
修
理
工
が
…
占
領
に
反
対
し
て
武
力
を
用
い
た

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
参
加
」
「今
米
国
が
や

っ
て
い

る
こ
と
は
無
事
の
市
民
を
テ
ロ
リ
ス
ト
に
変
え
る

こ
と
」
。

「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
は

「
圧
倒
的
多
数
が

占
領
軍
か
ら
土
地
を
取
り
戻
そ
う
と
戦

っ
て
い
る
、

現
地
の
普
通
の
ア
フ
ガ
ン
人
」
。

④
し
か
も
こ
の

認
識
は
、

０６
年
の
米
情
報
機
関
秘
密
報
告
と
も
間

接
的
に
符
合
。

前
政
権
は
対
テ
ロ
戦
争
で

「世
界

が
よ
り
安
全
に
な

っ
た
」
と
主
張
す
る
が
、

秘
密

報
告
は

「
イ
ラ
ク
戦
争
が
テ
ロ
増
の
主
因
」
と
、

政
府
主
張
を
否
定
。

⑤
現
地
世
論
調
査
も
同
様
で

あ
る
。

０５
年

の
英
国
防
省
委
託
極
秘
世
論
調
査

で
、

国
民
の
８２
％
が
駐
留
反
対
、

６７
％
が
占
領
で

治
安
悪
化
、

４５
％
が
自
爆
攻
撃
支
持
、

英
軍
管
轄

の
州
で
は
６５
％

（０５
年
１０
月
２４
日
「毎
日
新
聞
」
ほ
か
）。

０７
年
日
米
英
３
国
テ
レ
ビ
局
調
査
で
は
、

駐
留
反

対
７９
％
、

増
派
で
治
安
悪
化
７２
％
、

駐
留
軍

へ
の

攻
撃
「容
認
」
５７
％
で
あ
る
（０７
年
９
月
１２
日
「赤
旗
じ
。

つ
ま
リ
オ
バ

マ
は
、

ブ

ッ
シ

ユ
の
対
テ
ロ
戦

争
を
チ

ェ
ン
ジ
せ
ず
、

「
平
和
の
た
め
」
の
正
戦
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と
称
し
増
派

・
拡
大
さ
え
し
て
い
る
が
、

「
テ
ロ

リ
ス
ト
」
は
、

軍
事
占
領

＝
米
軍

「
テ
ロ
」
か
ら

自
国
の

「自
由
と
独
立
」
の
回
復
、

民
族
自
決
の

原
理
の
た
め
に
自
爆
さ
え
厭
わ
ず
武
力
抵
抗
し
て

い
る
現
地
の
国
民
の
こ
と
で
あ
る
。

プ
ラ
ハ
演
説

が

「私
た
ち
は
…
ア
フ
ガ
ン
国
民
が
自
ら
の
将
来

に
責
任
を
負
え
る
よ
う
支
援
」
と
語

っ
た
が
、

国

民
は
、

そ
れ
を
祖
国
の

「
軍
事
的
植
民
地
化
」
を

意
図
し
た
侵
略
戦
争
と
認
識
し
、

命
が
け
で
抵
抗

し
て
い
る
の
だ
。

両
者
の
こ
の
認
識
の
決
定
的
な

ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
が
、

不
正
義
の

「
テ
ロ
」
戦
争
を

担
わ
さ
れ
て
い
る

（Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
激
発
の
）
米
兵
の

士
気
を
削
ぐ
根
幹
的
条
件
で
あ
る
。

「
イ
ラ
ク
の
ベ
ト
ナ
ム
化
」
は
早
く
か
ら
の
指

摘
で
あ
る
が
、

米
兵
の
自
殺
率
▲
１０
万
人
中
１７
・
３

人
）
は
、

早
く
も
０３
年
中
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
自

殺
率
を
超
え
た
。
５
年
間
で
３
万
７
０
０
０
名
近

い
兵
士
が
脱
走
。

数
千
名
が
帰
国
後
に
無
許
可

離
隊
。
３
０
０
余
名
が
良
心
的
兵
役
拒
否
を
申

請
、
２
０
０
余
名
が
国
を
捨
て
カ
ナ
ダ
政
府
の
庇

護

（難
民
認
定
）
を
申
請
中
。

「裏
口
徴
兵
制
」
と

悪
評
の
政
策
で
、

同
じ
兵
士
が
繰
り
返
し
派
遣
を

強
い
ら
れ
る
。

０７
年
秋
に
両
国
で
展
開
中
の
兵
士

の
１２
％
と
‐７
％
が
、

抗
欝
剤
や
睡
眠
薬
の
服
用
で

辛
う
じ
て
日
々
の
戦
闘
を
継
続
。

公
表
さ
れ
な
い

が
、

毎
日
１８
人
の
帰
還
兵
が
自
殺

翁
久
あ
丘
ハ士
ラ
。

「
死
者
１
０
０
万
人
の
推
計
も
」
と
さ
れ
る
イ
ラ

ク
人
の
殺
勢
を
ふ
く
め
、

こ
う
し
た
悲
惨
な
現
状

に
あ
り
な
が
ら
、

「
イ
ラ
ク
反
戦
の
母
」
Ｓ
・シ
ー

ハ
ン
や
Ｊ

・
フ
オ
ン
グ
ら
の
反
戦
運
動
が
拡
大
し

な
い
の
は
、

徴
兵
制
が
な
く
な
り
、

兵
士
が
社
会

的
発
言
力
の
弱

い
人
口
０
・
５
％
以
下
の
貧
困
層

に
限
ら
れ
、

メ
デ
ィ
ア
の
保
守
化
に
加
え
、

「
戦

争
の
民
営
化
」
が
劇
的
に
進
み
、

０９
年
現
在
、

民

間
軍
事
請
負
会
社
が
６
３
０
社
、

約
１５
万
の
米
兵

に
対
し
、

相
対
的
に
高
給
の
民
間
従
業
員
が
１８
万

と

い
う
事
情
も
重
な
る

（堤
未
果
ル
ポ

『金
曜
日
』

０９
年
２
月
６
日
号
）。

オ
バ
マ
は
、

受
賞
演
説
で
ア
フ
ガ
ン
戦
を

「米

国
が
求
め
な
か

っ
た
戦
争
」
と
語
る
が
、

こ
れ
も

あ
や
し
い
。
９

・
１１

「
同
時
多
発
テ
ロ
」
の

（１

カ
月
足
ら
ず
）
直
後

の
１０
月
に
報
復

の
ア
フ
ガ
ン

戦
争

翁
不
朽
の
自
由
作
戦
し

が
開
始
さ
れ
た
、

と

一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
米
国
の
ア
フ

ガ
ン
戦
は
５
年
以
上
前
に
立
案
さ
れ
、

０１
年
５
月

に
中
央
軍
に
よ

っ
て
練
ら
れ
た
計
画
に
基
づ
い
て

「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
は
作
成
さ
れ
た

（『金
曜
日
』

０９
年
１０
月
１６
日
号
）。
さ
ら
に
成
沢
宗
男
は
、

孫
崎

前
防
衛
大
教
授

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
し
て
、

問
題
の

「
９

・
１１
」
自
体
の
陰
謀

・
謀
略
性
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

後
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
軍
事
中
枢
を
握
る
チ
ェ

イ
エ
ー

（副
大
統
領
）
や
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド

（国
防

長
官
）
ら
が
１
９
９
７
年
に
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
結

成
し
、
２
０
０
０
年
に
公
表
し
た

「米
国
防
衛
の

再
構
築
」
で
、

世
界
の

一
極
支
配
実
現
の
た
め
に

は

「真
珠
湾
攻
撃
の
よ
う
な
破
局
的
、

か
つ
何
か

を
誘
発
す
る
」
事
件
が
必
要
と
主
張
さ
れ
て
い
た

（ブ
ッ
シ
ュ
自
身
が
事
件
直
後
に

「第
２
の
真
珠
湾
攻
撃

」
と
登
己
。

孫
崎
教
授
は

「第
２
の
真
珠
湾
」
を

期
一待
す
る
側
が

（テ
ロ
攻
撃
の
危
険
の
放
置
に
よ
り
）、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
状
況
を
作

っ
た
と

「
言

い

切

っ
て
よ
い
」
と
答
弁
。

成
沢
は
、

結
局
、

「
真

珠
湾
攻
撃

の
よ
う
な
…
を
誘
発
す
る
」
謀
略
に

よ

っ
て
、

「
対
テ
ロ
」
戦
争
を
日
実
に
し
た
空
前

レ
ベ
ル
の
軍
備
拡
大
が
可
能
に
な
り
、

ま
た

「
９
・

１１
」
の
結
果
、

両
国

へ
の
侵
攻
が
で
き
た
、

と
結

ん
で
い
る

（同
誌
０９
年
９
月
１１
日
号
）。
謀
略
と

い

う
も
の
は
、

衝
撃
的
で
信
じ
難

い
大
事
件
ほ
ど
国

民
の
目
を
欺
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
ナ
、

と
い
う

の
が
私
の
感
想
で
あ
る
。

な
お
、

関
連
し
て

「
赤
旗
」
（ｌｏ
年
１
月
１４
日
）

の

「
イ
ラ
ク
戦
争
検
証
本
格
化
」
と
題
す
る
記
事

は
、

オ
ラ
ン
グ
の
独
立
調
査
委
の
結
論

「侵
攻
は

国
際
法
違
反
、

政
府

の

「
支
持
」
は
不
当
」

の

報
告
書
と
並
ん
で
、

英
国
の
独
立
調
査
委
公
聴
会

が
、

ブ
ラ
ウ
ン
前
首
相
は
ブ

ッ
シ
ュ
に
た
び
た
び

書
簡
を
送
り
、

侵
攻
１
年
前
か
ら
秘
密
裏
に
英
国

の
参
戦
を
確
約
し
て
い
た
事
実
を
元
側
近
証
言
に

よ
り
解
明
し
た
、

と
報
じ
た
。

◆

「
良
心
的
兵
役

・
軍
構
拒
否
」
に
よ
る
抵
抗

オ
バ
マ
は
ま
た
、

就
任
演
説
で

「
テ
ロ
リ
ス
ト
」

に

「我
わ
れ
は
、

お
前
た
ち
を
打
ち
負
か
す
」
と

宣
言
し
た
が
、

こ
の
見
通
し
も
危
う
い
。

米
紙
著

名

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
が

「
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
の
よ
う
な
、

恥
ず
べ
き
退
却
の
悪
夢
が
再
び
…
」
と
書

い
た
の

は
０５
年
の
こ
と

（７
月
７
日

「毎
日
し
。

０９
年
４
月

に
米
下
院
外
交
小
委
で
証
言
し
た
「戦
略
問
題
研
」

の
コ
ー
デ
ス
マ
ン
博
士
は
、

道
路
爆
弾

・
ロ
ケ
ッ
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卜
弾
攻
撃
等
の
増
大
数
を
あ
げ
な
が
ら
、

米
軍
や

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
は

「武
装
勢
力
の
影
響
拡
大
を
阻
止

で
き
ず
…
消
耗
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

我
わ
れ

は
敗
北
し

つ
つ
あ
る
」
と
証
言
し
た
。
さ
ら
に
衆

ウ
エ
ル
前
国
務
長
官
の
主
席
補
佐
官
だ
っ
た
）
退
役
陸

軍
大
佐
は
、

オ
バ
マ

「
新
戦
略
」
演
説

の
ベ
ト

ナ
ム
戦
と

の

「違

い
」
の
強
調
に
対
し
、

「
ベ
ト

コ
ン
は
隣
国
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
逃
げ
込
み
、

補
給
を
受
け
た
。
タ
リ
バ
ン
に
と

つ
て
の
パ
キ
ス

タ
ン
も
同
じ
。
し
か
も
ベ
ト
コ
ン
同
様
に
死
を
恐

れ
な

い
。
こ
う
し
た
相
手
に
勝

つ
の
は
困
難
」
と

キ警
言
し
て
い
る

（０９
年
１２
月
３
日
「中
日
」。
な
お
「
ベ

ト
コ
ン
」
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部
解
放
民
族
戦
線
に
対
す
る
米

軍
に
よ
る
蔑
称
）。

「
２０
年
後
、

ど

の
国
が
世
界

の
リ
ー
ダ
ー
か
」

の
米
国
世
論
調
査
結
果
は
、

９７
年
の
米
国
５６
％
中

国
９
％
が
、

中
国
３９
％
米
国
３７
％
に
逆
転
。

「
ア

フ
ガ
ン

・
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
失
敗
は
、

公

つ
の
超

大
国
が
支
配
す
る
世
界
の
）
公
式
の
終
わ
り
…
か
も
」

衷
欧
米
か
ら
）
世
界
の
重
心
が
移
行
す
る
過
程
が

続

い
て
い
る
」
と

い
う
関
係
者

の
証
言
も
あ
る

翁
赤
旗
」
１０
年
正
月
連
載

〈新
秩
序
に
向
か
う
世
界
し
。

オ
バ
マ
、

つ
ま
り
米
国
は
、

な
ぜ
戦
争
政
策
を

チ

エ
ン
ジ
で
き
な
い
の
か
。

Ｗ

・
ブ
ル
ム

『
ア
メ

リ
カ
の
国
家
犯
罪
全
書
』
（作
品
社
、
２
０
０
３
年
）

の
訳
者
が

「本
書
は
、

米
国
の
外
交
政
策
の
基
本

が
、

政
権
次
第
で
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

よ
り

構
造
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
極
め
て
明
瞭
に
示

し
て
い
る
」
と
解
説
。
Ｊ

・
ア
ン
ド
レ
ア
ス

『戦

争
中
毒

　
　
ア
メ
リ
カ
が
軍
国
主
義
を
脱
け
出

せ
な
い
本
当
の
理
由
』
（合
同
出
版
、
２
０
０
２
年
）

が
米
の
戦
争
政
策
は
、

オ
バ
マ
の
言
う

「平
和
維

持
」
の
た
め
で
は
な
く
、

「大
銀
行
、

大
手
建
設

会
社
、

兵
器
産
業
、

石
油
業
界
等
の
利
益
」
維
持

の
た
め
と
書

い
た
よ

つヽ
に

（ア
フ
ガ
ン
は
天
然
ガ
ス

の
宝
庫
、

イ
ラ
ク
は
膨
大
な
石
油
の
埋
蔵
国
）、
米
国

が
戦
争
を
克
服
す
る
に
は
、

構
造
的
な
軍
事
国
家

体
質
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

最
後
に

「良
心
的
兵
役
拒
否

・
軍
務
拒
否
」
に

つ
い
て
付
言
し
よ
う
。

①
な
ぜ
な
ら
、

（原
爆
投
下

出
現
以
前
に
採
択
の
）
「
国
連
憲
章
」
が

「
武
力
に

よ
る
平
和
維
持
」
の
例
外
を
残
し
た
の
に
、

そ
の

例
外
さ
え
否
定
し
た

（原
爆
投
下
後
の
）
日
本
国
憲

法
９
条
が
あ
り
な
が
ら
、

私

の
年
来

の
大
学
生

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

第
１
次
大
戦
以
来
の

貴
重
な
世
界
的
な

「
良
心
的
兵
役
拒
否
」
の
思

想
と
運
動
を
、

日
本
の
若
者
が
ほ
と
ん
ど

（９
割

以
上
）
教
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②
イ

ラ
ク
派
遣
命
令
を
拒
否
し
た
ワ
タ
ダ
陸
軍
中
尉
は

実
質
勝
訴
し
、

間
接
的
な
イ
ラ
ク
戦
争
協
力
を
拒

否
し
た
ド
イ
ツ
の
パ
フ
少
佐
も
無
罪
判
決
と
な

つ

た

（市
川
ひ
ろ
み

「抗
命
す
る
義
務
」
『わ
だ
つ
み
の
こ

≧ゝ

０９
年
１１
月
号
）。
③
０８
年
４
月
の

「自
衛
隊
派

遣
は
違
憲
」
の
画
期
的
な
名
古
屋
高
裁
判
決
は
、

渡
辺
久
丸

『兵
役
拒
否
の
人
権
化
は
世
界
の
流

れ
―
―
国
際
人
権
法

・
憲
法
か
ら
み
る
』
（文
理
閣
、

２
０
０
９
年
）
が
強
調
す
る
よ
う
に
、

「平
和
的
生

存
権
」
を
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
基
礎
の

「基

底
的
権
利
」
と
初
め
て
認
め
た
上
で
、

「
憲
法
九

条
に
違
反
す
る
戦
争
の
遂
行
等

へ
の
加
担

・
協
力

を
強
制
さ
れ
る
」
場
合
に
、

裁
判
所
に

「当
該
違

憲
行
為
の
差
止
請
求
や
損
害
賠
償
請
求
等
の
…
救

済
」
を
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

④

（西
）
ド
イ
ツ
は
、

憲
法
に

「何
人
も
、

そ

の
良
心
に
反
し
て
、

武
器
を
も

っ
て
す
る
戦
争
の

役
務
を
強
制
さ
れ
な
い
」
の

「良
心
的
兵
役
拒
否
」

を
規
定
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、

「良
心
的
軍

事
拒
否
国
家
」
の
提
唱
で
知
ら
れ
る
故
小
田
実
に

よ
る
と
、
１
９
９
９
年
時
点
で
青
年
の
６０

。
８
％

も
が
徴
兵
制
の
軍
務
で
な
く
、

兵
役
拒
否
に
よ
る

代
替
業
務
を
選
ぶ
時
代
を
迎
え
て
い
る

（『戦
争

▼
　
表
紙
絵
の
作
者丸

尾

至

（ま
る
お

・
い
た
る
）

１
９
２
０
（大
正
９
江
午
、

東
一ネ
・
文
一界
区

に
生
ま
れ
る
。

１
９
４
２

（昭
和
１７
）
年
４

月
、

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
術
史
学
科
に

入
学
し
、

野
球
部
に
所
属
。

父
母
の
期
待
を

一身
に
あ
び
な
が
ら
、

絵
も
独
学
。

そ
の
後
、

石
井
柏
亭
、

石
井
鶴
三
、

前
川
千
帆
に
師

事
。
１
９
４
４

（昭
和
１９
）
年
１
月
２０
日
、

応

召
、

北
支
派
遣
第

５９
師
団
５３
旅
団
独
立
歩

兵
４４
大
隊

（衣
第
４
２
９
５
部
隊
）、
北
支
甲
第

１
８
２
３
部
隊
橋
田
隊
に
所
属
。

翌
１
９
４
５

（昭
和
２０
）
年
８
月
３０
日
、

吉
林
省
陸
軍
病
院

に
て
戦
病
死
。

享
年
２５
歳
。
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か
、平

和
か
―
―

「９
月
１１
日
」
以
後
の
世
界
を
考
え
る
』

大
月
書
店
、
２
０
０
２
年
）。
こ
の
ド
イ
ツ
の
現
実
は
、

世
界
的
な
徴
兵
制
廃
止
の
趨
勢
と
と
も
に
、

人
類

が
戦
争
を
克
服
す
る

「
イ
マ
ジ
ン
」
の
世
界
が
夢

想
や
妄
想
で
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑤

更

のヽ
兵
士
』
代
表
と
し
て
イ
ラ
ク
戦
証
言

集
会
参
加
で
０９
年
秋
に
来
日
し
た
ア
ダ
ム
海
兵
隊

予
備
役
軍
曹
は
、
日
本
の
憲
法
９
条
に
共
感
し
な

が
ら
、

「
今

の
日
本
で
は
憲
法
九
条
は
守
ら
れ
て

い
な

い
…
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
に
…
反
対
し
て

欲
し
い
」
と
訴
え
た

（声
澤
礼
子

「
更
あ
兵
士
』
日

本
各
地
で
イ
ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ン
戦
争
を
証
言
」
『軍
縮
問

題
資
料
』
０９
年
１２
月
号
）。
こ
れ
は
、

０５
年
１０
月
に
、

米
軍

・
自
衛
隊
が
先
制
攻
撃
的
な
軍
事
行
動
を
地

球
規
模
で
行
な
う
こ
と
を
公
然
と
宣
言
し
た

「
日

米
同
盟
―
―
未
来

の
た
め
の
変
革
と
再
編
」

の

成
立
を
許
し
、

さ
ら
に

「海
賊
対
処
法
」
へ
と
進
み
、

い
ま
や

「臨
戦
国
家
」
体
制

（綴
綴
厚
―
―
平
和
憲

法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
や
ま
ぐ
ち

『平
和
市
民
』
第
５
号
）

と
呼
ば
れ
る
事
態
を
許
容
し
つ
つ
あ
る
日
本
国
民

へ
の
真

っ
当
で
重

い
重

い
問
い
か
け
で
あ
る
。

か
つ
て
日
本
は
、
日
独
防
共
協
定

・
日
独
伊
３

国
同
盟
を
選
択
し
て
破
減

へ
の
道
を
突
き
進
ん
だ
。

い
ま
ま
た
、

（オ
バ
マ
新
大
統
領
を
迎
え
て
も
）
構
造

的
な
戦
争
国
家
体
質
を
克
服
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ

と

の
地
球
規
模
で
の

「
日
米
軍
事
同
盟
」
を
強

化
し
て
、

日
本
が
世
界
に
戦
争
の
惨
禍
を
拡
散
す

る
道
を
選
択
す
る
の
か
、

私
た
ち
は
文
字
通
り
歴

史

の
分
岐
点
に
位
置
し
て
い
る
。

「
韓
国
併
合
」

１
０
０
年
、
日
米
安
保
改
定
５０
年
と
い
う
節
日
の

年
を
迎
え
て
、

私
た
ち
主
権
者
日
本
国
民
は
、

「冬

の
兵
士
」
の
ア
ダ
ム
軍
曹
ら
と
、

米
軍
基
地
県
内

移
設
反
対
の
沖
縄
県
民
の
問
い
か
け
に
、

ど
う
応

え
る
の
か
。

「
国
連
憲
章
」
を
思
想
的
に
超
え
た

「
日
本
国

憲
法
」
前
文
冒
頭

の
文
章
は
、

「
日
本
国
民
は
、

‥
政
府
の
行
為
に
よ

つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起

る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

こ

こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、

こ

の
憲
法
を
確
定
す
る
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、

主
権

在
民
の
宣
言
と
私
た
ち
国
民
が
政
府
に
２
度
と
再

び
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
の
決

意
が
、

同
じ

一
文
の
な
か
で
密
接
不
可
分
の
も
の

と
し
て
、

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（や
す
か
わ
・
じ
ゅ
の
す
け
、

「不
戦
兵
士
・市
民
の
会
」

副
代
表
理
事
）

「戦
争
」
を
清
算
す
る
　
　
イ
ラ
ク
開
戦
か
ら
７
年

●
イ
ラ
ク
戦
争

の
強
肛

「
ス
ン
ニ
派
急
進
主
義
者
、

追
放
さ
れ
た
バ
ー

ス
党
員
、

シ
ー
ア
派
原
理
主
義
者
と
の
間
で
内
戦

が
起
き
る
こ
と
は
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ほ

ど
の
暴
力
が
生
ま
れ
る
と
知

っ
て
い
た
ら
ブ
レ

ア
政
権
は
イ
ラ
ク
に
侵
入
し
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

ム
バ
ラ
ク
大
統
領

（
ニ
ン
プ
ト
）
は
こ
の
戦
争
が

１
０
０
人
の
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
生
む
と
警
告
し
て

き
た
」
。

現
英
国
情
報
局
秘
密
情
報
部
の
責
任
者

で
あ
り
２
０
０
３
年
英
国
特
使
と
し
て
バ
グ
グ
ッ

ド
に
駐
在
し
、

ブ
レ
ア
の
政
治
顧
間
も
務
め
た

ジ

ョ
ン

・
サ
ワ
ー
は
２
０
０
９
年
１２
月
１９
日
に
開

か
れ
た

弓
ず
①
甲
や
ｏ
ｇ
β
Ｅ
．【

く
（イ
ラ
ク
検
証
委
員
会
）

の
証
人
喚
問
で
こ
の
よ
う
に
証
言
し
た
。

イ
ラ
ク
開
戦
か
ら
６
年
後

の
０９
年

７
月

３０
日
、

英
国
は

弓
汀

甲
ぶ

Ｆ
ｏ
再
一電

を
設
立
し
、

戦
争

親
井

に
参
加
し
た
経
緯
と
軍
事
関
係
の
す
べ
て
、

そ
し

て
占
領
後
の
復
興
支
援
策
な
ど
イ
ラ
ク
戦
争
を
全

面
的
に
振
り
返
る
た
め
の
調
査
を
開
始
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
英
国
は
イ
ラ
ク
戦
争
に
関
連
し
た
調
査

を
４
回

（英
国
下
院
外
交
委
員
会
調
査
、
フ
ッ
ト
ン
調
査
、

英
国
議
会
国
防
委
員
会
調
査
、

バ
ト
ラ
ー
調
査
）
行
な

っ

て
き
た
が
、

し
か
し
そ
れ
ら
の
調
査
が
政
府
か
ら

独
立
し
た
も
の
で
な
く
、

個
人
の
責
任

（お
も
に
ト

ニ
ー
・
ブ
レ
ア
に
対
す
る
）
が
問
わ
れ
な
か
っ
た
と
し

て
、

亡
く
な
っ
た
兵
士
の
遺
族
た
ち
は
、

０５
年
１０
月
、

政
府
に
公
的
な
調
査
を
新
た
に
求
め
た
。

遺
族
た
ち
の
要
求
は
、　

一
度
は
政
府
に
拒
否
さ

れ
る
が
、

０６
年
７
月
２７
日
再
審
を
求
め
る
権
限
が

裁
判
所
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
、

０７
年
６
月
、

保
守

党
が

「記
憶
が
消
え
、

記
録
が
破
ら
れ
、

文
書
の

追
跡
が
で
き
な
く
な
る
前
に
イ
ラ
ク
戦
争
の
調
査

を
実
施
す
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て
英
国
議
会
に
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